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1　はじめに
標記JIS Z 3313は2009年にISO整合化改正を行った。対

応国際規格は，軟鋼および細粒鋼用に該当する「ISO 
17632：2004，Welding consumables-Tubular cored 
electrodes for gas shielded and non-gas shielded metal 
arc welding of non-alloy and fine grain steels-
Classification」 お よ び 高 張 力 鋼 用 に 該 当 す る「ISO 
18276：2005，Welding consumables-Tubular cored 
electrodes for gas-shielded and non-gas-shielded metal 
arc welding of high-strength steels-Classification」である。

本項では，JIS Z 3313:2009の改正内容について解説す
る。

2　JIS Z 3313の適用範囲
ISOに整合した改正JIS Z 3313の適用範囲は，改正前

同様に，軟鋼，高張力鋼および低温用鋼用のガスシール
ドアーク溶接およびセルフシールドアーク溶接用フラッ

クス入りワイヤについて規定している。

3　フラックス入りワイヤの種類の
記号の付け方

図１にJIS表記の個別記号区分を示し，以下にその規
定内容を解説する。
①　溶着金属の引張特性または溶接継手の引張特性の記号

表１にマルチパス溶接の溶着金属の引張特性を示す。
１パス溶接の場合については，JIS本文でご確認いただ
きたい。注意点は，ISO区分に加えて，他の材料同様に，
わが国の開発鋼材（耐火鋼，建築用高耐力鋼材および橋
梁用高性能鋼材）にイーブンマッチングした強度区分

「49J」「52」「57J」「59J」「78J」を追加している他に，溶着
金属の引張強さに上限規定を設けたことである。
②　衝撃試験温度の記号

表２にマルチパス溶接の溶着金属の衝撃特性を示す。
シャルピー衝撃試験温度の記号により，衝撃試験温度が
規定される。
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表１　マルチパス溶接の溶着金属の引張特性

記号 引張強さ
MPa

耐力a)

MPa
伸び
％

43 430～600 330以上 20以上
49 490～670 390以上 18以上
49J 490～670 400以上 18以上
52 520～700 420以上 17以上
55 550～740 460以上 17以上
57 570～770 490以上 17以上
57J 570～770 500以上 17以上
59 590～790 490以上 16以上
59J 590～790 500以上 16以上
62 620～820 530以上 15以上
69 690～890 600以上 14以上
76 760～960 680以上 13以上
78 780～980 680以上 13以上
78J 780～980 700以上 13以上
83 830～1030 745以上 12以上

注a）　降伏が発生した場合は，下降伏点とし，それ以外は0.2％耐力とする。図１　フラックス入りの種類の記号の付け方

0

②

C

⑤

A

⑥

K

⑦

U

⑧

H10

⑨

T1 1－

③ ④－JIS Z 3313

（種類表示例）

① 49J ：溶着金属の引張特性が引張強さ490MPa～670MPa，耐力400MPa以上，伸び18％以上

② ：シャルピー衝撃試験温度が0 ℃0

③ ：使用特性がシールドガスあり，ワイヤプラス，ルチール系T1

④ ：適用溶接姿勢が全姿勢1

⑤ ：シールドガスが炭酸ガス（JIS Z 3253のC1）C

⑥ ：溶接の種類がマルチパス溶接で溶接のままA

⑦ ：溶着金属の化学成分K

⑧ ：シャルピー吸収エネルギー 47J以上U

⑨ ：溶着金属の水素量（単位：mL/溶着金属100g）が10以下H10

49JT

①T
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③　使用特性の記号
表３にシールドガスの種類，電流の種類，フラックス

タイプ，使用特性（参考）を規定した使用特性の記号を
示す。
④　適用溶接姿勢の記号

適用溶接姿勢として，「０」は下向及び水平すみ肉，
「１」は全姿勢を示す。
⑤　シールドガスの種類の記号

シールドガスの種類の記号は，JIS Z 3253に規定する
下記記号を用いる。
　［C1］炭酸ガス
　［M］JIS Z 3253に規定するM21で，炭酸ガス20%～

25%（体積分率）とアルゴンとの混合ガス
　［G］受渡当事者間の協定による上記以外のガス
　［N］シールドガスなし（セルフシールドアーク溶接）
⑥　溶接の種類の記号

溶接の種類の記号は，下記記号を用いる。
　［A］マルチパス溶接で溶接のまま
　［P］マルチパス溶接で溶接後熱処理あり
　［AP］マルチパス溶接で，溶接のまま及び溶接後熱処

理あり
　［S］１パス溶接で溶接のまま
⑦　溶着金属の化学成分の記号

溶着金属の化学成分の記号による成分規定は，Mn，

表２　マルチパス溶接の溶着金属の衝撃特性

衝撃試験温度の記号 衝撃試験温度
℃

シャルピー吸収エネルギー
規定値27Jの場合

（記号なし）
規定値47Jの場合

（記号：U）
衝撃試験片個数：５個又は３個 衝撃試験片個数：３個

Y ＋20

試験片個数が５個の場合は，試験結果から最大値と最小
値とを除いた３個を評価する。

３個の平均値：27J以上，かつ，３個の最小値：20J以上，
かつ，少なくとも２個が27J以上

３個の平均値：47J以上

0 0
1 －5
2 －20
3 －30
4 －40
5 －50
6 －60
7 －70
8 －80

9 a） －90
10 a） －100

Zb） 又は記号なしc） 衝撃試験を規定しない。

注a)		 ９及び10は，溶着金属の引張特性の記号が43，49，55又は57の種類だけに適用する。
　b)		 Zは，溶着金属の引張特性の記号が59，62，69，76，78又は83の種類だけに適用する。
　c)		 記号なしは，溶着金属の引張特性の記号が43，49，55又は57の種類であり，かつ，溶接の種類の記号がSの種類だけに適用する。

表３　使用特性の記号

記号 シールドガス 電流の種類a） フラックスタイプ 使用特性（参考）
T1 あり DC（＋） ルチール系 溶滴はスプレー移行となり，低スパッタ，高溶着速度，平滑又は若干凸のビード形状。
T2 あり DC（＋） ルチール系 溶滴はスプレー移行となり，“T1”に近いが，Mn及び／又はSiの添加量を高めた種類。
T3 なし DC（＋） 規定なし 溶滴はスプレー移行となり，高速溶接に適している。

T4 なし
DC（＋）

又は
AC

塩基性系 溶滴はグロビュール移行となり，高溶着速度で，耐高温割れ性に優れており，溶込みは浅い。

T5 あり
DC（＋）

又は
DC（－）

ライム系 溶滴はグロビュール移行となり，若干凸のビード形状でスラグは不均一で薄いが，“T1”
に比べて衝撃特性と耐高温割れ性に優れている。

T6 なし DC（＋） 規定なし 溶滴はスプレー移行となり，衝撃特性に優れており，ルート部での溶込み性能と開先内で
のスラグはく（剥）離性に優れている。

T7 なし DC（－） 規定なし 溶滴はスプレー移行となり，高溶着速度で耐高温割れ性に優れている。
T10 なし DC（－） 規定なし 溶滴はスプレー移行となり，板厚によらず，高速溶接に適している。
T13 なし DC（－） 規定なし 溶滴は短絡移行となり，裏当て材を用いない片面溶接に適している。
T14 なし DC（－） 規定なし 溶滴はスプレー移行となり，塗装又はめっき鋼板の単層溶接に適している。

T15 あり DC（＋） メタル系 溶滴はスプレー移行となり，鉄粉と合金を主成分とするフラックスであって，スラグ発生
量が少ない。

TGb） 受渡当事者間の協定による。

注a）		 電流の種類に用いている記号の意味は，次による。AC：交流，DC（＋）：ワイヤプラス，DC（－）：ワイヤマイナス
　b）	 T1～T15に規定するもの以外に適用する。
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Ni，CrおよびMoを溶着金属中のmass%でレベル分けし，
「Mn：記号なし」，「Ni：N」，「Cr：C」，「Mo：M」の記
号にレベルを表す数字を組み合わせた合金記号を用いて，
溶着金属の主要化学成分を表し，計23種類を規定した。

Mn，NiおよびCrについては，記号の後に公称レベル

表５　「JIS Z 3313：1999」と「JIS Z 3313：2009」の区分規定対比

旧JIS Z 3313:1999 改正JIS Z 3313：2009

フ
ラ
ッ
ク
ス
入
り
ワ
イ
ヤ
の
区
分
記
号

アーク溶接フラックス入りワイヤを
示す記号

溶接ワイヤを示す記号 Y

T
軟鋼及び高張力鋼用フラックス入りワイ
ヤを示す記号 FW

低温用鋼用フラックス入りワイヤを示す
記号 FL

溶着金属の引張特性の記号
（多パス溶接）

43（420MPa以上） 43（430～600MPa）
50（490MPa以上） 49，49J（490～670MPa）

52（520～700MPa）
55（540MPa以上） 55（550～740MPa）

57，57J（570～770MPa）
60（590MPa以上） 59，59J（590～790MPa）

62（620～820MPa）
69（690～890MPa）

78，78J（780～980MPa）
83（830～1030MPa）

母材及び溶接継手の最低引張強さの
記号（1ラン溶接）

43（430MPa）
49（490MPa）
55（550MPa）
57（570MPa）

溶着金属の衝撃試験温度の記号

Y（＋20℃，27J）
0（0℃，27J） 0（0℃，27J）
0（0℃，47J） 0（0℃，47J）（オプション）

E（－5℃，27J） 1（－5℃，27J）
F（－5℃，47J） 1（－5℃，47J）（オプション）
2（－20℃，27J） 2（－20℃，27J）
3（－30℃，27J） 3（－30℃，27J）

4（－40℃，27J）
4（－45℃，27J） －

5（－50℃，27J）
6（－60℃，27J） 6（－60℃，27J）

7（－70℃，27J）
8（－80℃，27J）
9（－90℃，27J）

10（－100℃，27J）
G（規定なし） Z又は記号なし（規定なし）

使用特性の記号

R
T1
T2
T12

B T4，T5
M T15

G

T3
T6
T7
T10
T11
T13
T14
TG

適用溶接姿勢の記号
0
1

表4　溶着金属の水素量
単位　mL/溶着金属100g

記号 水素量
H5 5以下
H10 10以下
H15 15以下
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の２倍の整数を組み合わせて表す。Moについては，次
の４段階にレベル分けした数字を，記号Ｍの後に組み合
わせて表す。また，記号Ｌは低炭素を表す。例えば，
N4C2M2は化学成分の公称レベルが２%Ni，１%Crおよ
び0.4%Moであることを表す。

１＝約0.25%Mo＝低Mo
２＝約0.4%Mo＝中Mo
３＝約0.5%Mo＝高Mo
４＝約0.7%Mo＝極高Mo

⑧　シャルピー吸収エネルギーの記号（追加できる区分
記号）
表２のマルチパス溶接の溶着金属の衝撃特性で記載さ

れているが，記号のない場合は，規定の試験温度におい
て吸収エネルギーが27J以上，または衝撃試験を規定し
ない場合であり，［U］を記載した場合には，規定の試

験温度において吸収エネルギーが47J以上を示す。
⑨　溶着金属の水素量の記号（追加できる区分記号）

表４に溶着金属の水素量の記号を示す。

4　改正内容の対比
旧の「JIS Z 3313：1999」と改正された「JIS Z 3313：

2009」の区分規定を対比して表５に示す。また，表６に
は， 新 旧JISの 種 類 対 比 を 示 す。 旧 の「JIS Z 3313：
1999」に対し，改正された「JIS Z 3313：2009」では，
規定区分が増加しているが，フラックス入りワイヤは，
高能率溶接に欠かせない「ワイヤ」であって，かつ溶接
部に要求される種々の機能特性を賦与できる「フラック
ス」を兼ね備えていることが特徴の溶接材料である。し
たがい，表１に示したように，種類表示の記号に材料の
適用特性を詳細に表示するようになっている。

フ
ラ
ッ
ク
ス
入
り
ワ
イ
ヤ
の
区
分
記
号

シールドガスを示す記号

C C

A
M（Ar＋20～25％ CO2）

G

S N

溶接の種類［マルチパス溶接と１パス溶
接との区別及び溶接後熱処理（PWHT）
の有無］の記号

受渡当事者間の協定による

A　マルチパス溶接で溶接のまま
P　マルチパス溶接でPWHTあり
AP　マルチパス溶接でA，Pの両方
S　１パス溶接で溶接のまま

溶着金属の主要化学成分の記号 規定なし
（溶着金属の化学成分によって，新JISに対応させる。）

記号なし
K

2M3
N1
N2
N3
N5
N7

N1M2
N2M2
N3M2
3M2
4M2
3M3

N2M1
N3M1
N4M1
N4M2

N4C1M2
N4C2M2
N6C1M4
N3C1M2

G

吸収エネルギーレベルの記号
記号なし

（衝撃試験温度の記号ごとに試験温度及びシャルピー
吸収エネルギーの最小値を規定）

記号なし
（規定の衝撃試験温度で27J以上）

U（オプション）
（規定の衝撃試験温度で47J以上）

溶着金属の拡散性水素量の記号 YFW-X60XXだけ
8mL/溶着金属100g以下に規定

H5（オプション）
H10（オプション）
H15（オプション）

記号なしの場合は規定しない
すみ肉溶接試験 規定あり

引張試験の試験片形状 4D 5D

注記	� この対応表では，代表的な対応を記載したが，新旧JISで区分の仕方などが異なるため，すべてのフラックス入りワイヤが必ずしもこのとおりに対
応せず，例外あり。
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5　まとめ
本稿では，わか国で二番目に多用されており，かつ今

後の高度な溶接継手要求への適用性が期待される「JIS 
Z 3313 軟鋼，高張力鋼及び低温用鋼アーク溶接フラッ
クス入りワイヤ」を取り上げて，その改正内容を解説し
た。種類の規定区分が増加しているが，本稿で解説した
ように，各区分規定内容をご理解いただき，溶接継手要
求に適合した溶接材料をご選定いただきたい。

参 考 文 献
1）連載「溶接材料規格（ISO/AWS/JIS）の最新状況─第１回 

ISO System BとAWS・JISの関係」溶接技術，2013年５月号，
91～95ページ

2）連載「溶接材料規格（ISO/AWS/JIS）の最新状況─第２回JIS 
Z 3211　軟鋼，高張力鋼及び低温用鋼用被覆アーク溶接棒」溶
接技術，2013年６月号，117～120ページ

3）連載「溶接材料規格（ISO/AWS/JIS）の最新状況─第３回JIS 
Z 3312　軟鋼，高張力鋼及び低温用鋼用のマグ溶接及びミグ溶

接ソリッドワイヤ」溶接技術，2013年７月号，92～95ページ
4）連載講座「溶接関連規格の動向─第１回 溶接材料」，溶接技術，

2013年１月号，134～137ページ
5）㈳日本溶接協会 溶接棒部会 技術委員会　｢特集 溶接の今をひ

もとく 第１部 溶接を取り巻く今日的課題「溶接材料関連ISO/
JISの動きと注意点（国際整合化に基づくJIS改正）」｣，溶接技
術，2009年１月号，66～74ページ

6）㈳日本溶接協会 溶接棒部会 技術委員会　「溶接材料JISの改正
内容の解説」

・第１回「JIS Z 3211 軟鋼，高張力鋼及び低温用鋼用被覆アーク
溶接棒」，溶接技術，2009年２月号，97～101ページ

・第２回「JIS Z 3312 軟鋼，高張力鋼及び低温用鋼用のマグ溶接
及びミグ溶接ソリッドワイヤ」，溶接技術，2009年３月号，85～
90ページ

・第３回「JIS Z 3313 軟鋼，高張力鋼及び低温用鋼アーク溶接用
フラックス入りワイヤ」，溶接技術，2009年４月号，102～106
ページ

・第４回「ステンレス鋼溶接材料」，溶接技術，2009年５月号，
114～119ページ

・第５回「低合金耐熱鋼用溶接材料」及び「サブマージ溶接材料」，
溶接技術，2009年６月号，134～142ページ

・第６回「Ni-Ni合金用溶接材料」及び「Al-Al合金用溶接材料」，
溶接技術，2009年７月号，119～124ページ

・第７回「Ti-Ti合金用溶接材料」及び「溶接及び熱切断用シール
ドガス」，溶接技術，2009年８月号，106～112ページ

表６　JIS Z 3313：1999と改正JIS Z 3313：2009との種類対比表

旧JIS Z 3313 改正JIS Z 3313

種類 種類 シ―ルドガス
引張試験 衝撃試験

TS YP EL
℃ J

MPa MPa ％

軟鋼及び
高張力鋼用

YFW-C430X T430TX－XCX－XXX 430～600 330以上 20以上
27以上

YFW-C500X T490TX－XCX－XXX
490～670 390以上 18以上

0
YFW-C50DX T490TX－XCX－XXX－U 47以上
YFW-C502X T492TX－XCX－XXX −20 27以上
YFW-C55DX T550TX－XCX－XXX－U C 550～740 460以上 17以上 0 47以上
YFW-C60EX T590TX－XCX－XXX

590～790

490以上

16以上

0 27以上
YFW-C60FX T59J1TX－XCX－XXX－U 500以上 −5 47以上
YFW-C602X T592TX－XCX－XXX

490以上
−20 27以上

YFW-C60GX T59ZTX－XCX－XXX － －
YFW-A430X T430TX－XMX－XXX 430～600 330以上 20以上

27以上
YFW-A500X T490TX－XMX－XXX

490～670 390以上 18以上
0

YFW-A50DX T490TX－XMX－XXX－U 47以上
YFW-A502X T492TX－XMX－XXX −20 27以上
YFW-A55DX T550TX－XMX－XXX－U M 550～740 460以上 17以上 0 47以上
YFW-A60EX T590TX－XMX－XXX

590～790

490以上

16以上

0 27以上
YFW-A60FX T59J1TX－XMX－XXX－U 500以上 −5 47以上
YFW-A602X T592TX－XMX－XXX

490以上
−20 27以上

YFW-A60GX T59ZTX－XMX－XXX － －
YFW-S430X T430TX－XNX－XXX 430～600 330以上 20以上

27以上
YFW-S500X T490TX－XNX－XXX

490～670 390以上 18以上
0

YFW-S50DX T490TX－XNX－XXX－U N 47以上
YFW-S502X T492TX－XNX－XXX −20 27以上

低温用鋼用

YFL-C503X T493TX－XCX－XXX
C

490～670 390以上 18以上

−30

27以上

YFL-C504X T495TX－XCX－XXX −50
YFL-C506X T496TX－XCX－XXX −60
YFL-A503X T493TX－XMX－XXX

M
−30

YFL-A504X T495TX－XMX－XXX −50
YFL-A506X T496TX－XMX－XXX −60
YFL-S503X T493TX－XNX－XXX N −30

注：上表の衝撃試験温度の網掛け部分は、JIS Z 3313：1999から変更した規定部分である。
　　なお，旧JISで引張強さ490MPa級の衝撃性能の規定がなかった“YFW-X50GX”に対応する種類はない。


